＊＊＊　江戸時代にタイムスリップ

1 【作り話 (つくりばなし)です】
このお話 (おはなし)は、江戸 (えど)時代 (じだい)の人 (ひと)がタイムスリップをして現代 (げんだい)に来て (きて)、今 (いま)の日本 (にほん)でくらしてみたことを書いた (かいた)レポート（もちろん、作り話 (つくりばなし)です）です。このレポートに出て (でて)くる言葉 (ことば)や熟語 (じゅくご)は、江戸 (えど)時代 (じだい)にはなかったはずのものもたくさんあります。朗読 (ろうどく)しながら、「こんな言葉 (ことば)は江戸 (えど)時代 (じだい)にあったのかな、なかったのかな」「本当 (ほんとう)に江戸 (えど)時代 (じだい)の人 (ひと)が現代 (げんだい)に来たら (きたら)どんなふうに思う (おもう)のかな」など、考えて (かんがえて)みるのもおもしろいですよ。

2 【絹織物 (きぬおりもの)】
私 (わたし)は徳川家 (とくがわけ)が江戸 (えど)に幕府 (ばくふ)を置いて (おいて)いた時代 (じだい)の最期 (さいご)のあたりの時代 (じだい)からやってきました。まだ将軍 (しょうぐん)は絶大 (ぜつだい)な権力 (けんりょく)を持って (もって)いました。人々 (ひとびと)の生活 (せいかつ)は今 (いま)よりずっと貧しかった (まずしかった)のです。私 (わたし)は港 (こう)で絹織物 (きぬおりもの)を外国 (がいこく)に売る (うる)商売 (しょうばい)をしていました。農家 (のうか)では蚕 (かいこ)を飼う (かう)のが盛ん (さかん)でした。蚕 (かいこ)の卵 (たまご)から絹 (きぬ)を作ります (つくります)。絹織物 (きぬおりもの)は輸出 (ゆしゅつ)するほどねうちがあるもので、美しく (うつくしく)染められた (そめられた)日本製 (にほんせい)の絹 (きぬ)は貴重品 (きちょうひん)として世界 (せかい)でも評判 (ひょうばん)でした。

現代 (げんだい)の人々 (ひとびと)の生活 (せいかつ)にはおどろきました。見る (みる)こと、聞く (きく)こと、疑問だらけ (ぎもんだらけ)です。

3 【食べ物 (たべもの)】
食べ物 (たべもの)がふんだんにあり、机 (つくえ)の上 (うえ)いっぱいに料理 (りょうり)が並べられます (ならべられます)。冷蔵庫 (れいぞうこ)という機械 (きかい)の中 (なか)で食べ物 (たべもの)が冷やされて (ひやされて)います。干し魚 (ほしうお)でなくても、冷 (ひや)とうしておけば何日 (なんにち)もくさらないそうです。米俵 (こめだわら)などはなく、米はとうめいのふくろに入れて売られています。人々 (ひとびと)は牛 (うし)の乳 (ちち)を毎日 (まいにち)のように飲んで (のんで)いて、牛 (うし)やブタの肉 (にく)を食べて (たべて)います。外国の食べ物が多く、私の舌 (した)には合いません。あまい砂糖 (さとう)が入った (はいった)おかしも、思い (おもい)存分に (ぞんぶんに)食べられます (たべられます)。たくさん食べる (たべる)ので、人々 (ひとびと)の筋肉 (きんにく)や骨 (ほね)が異常 (いじょう)に発達 (はったつ)しています。大人 (おとな)はみんな私 (わたし)より背 (せ)が高い (たかい)です。食べ過ぎて (たべすぎて)腹 (はら)が出て (でて)いる人 (ひと)も多い (おおい)です。たくさんの食べ物 (たべもの)をごみとして捨てて (すてて)しまい、もったいないです。金銭 (きんせん)感覚 (かんかく)がおかしくなっているようです。食事 (しょくじ)が済んで (すんで)もすぐにねることはなく、夜 (よる)おそくまで起きて (おきて)います。至る (いたる)所 (ところ)にコンビニという店 (みせ)があり、夜中 (よなか)でもその店 (みせ)は閉まらなくて (しまらなくて)、物 (もの)を買える (かえる)のです。

4 【車 (くるま)と体 (からだ)】
体 (からだ)が大きい (おおきい)割 (わり)には元気 (げんき)がないような気 (き)もします。冬 (ふゆ)でも暖かい (あたたかい)部屋 (へや)で過ごし (すごし)、夏 (なつ)は暑さ (あつさ)を取り除く (とりのぞく)ことまでできます。鋼鉄 (こうてつ)でできた自動車 (じどうしゃ)という乗り物 (のりもの)に乗って (のって)座って (すわって)移動 (いどう)するので、体 (からだ)が弱って (よわって)しまうのです。道 (みち)には自動車 (じどうしゃ)が走って (はしって)いて危険 (きけん)です。あんなに速い (はやい)乗り物を片手 (かたて)で操作 (そうさ)して運転 (うんてん)している危ない (あぶない)人 (ひと)もいます。毎日 (まいにち)のように人 (ひと)が車 (くるま)にはねられて亡くなる (なくなる)そうです。磁石 (じしゃく)の力 (ちから)で空 (そら)を飛ぶ (とぶ)ように走る (はしる)リニアモーターカーという車 (くるま)もできるそうですが、そんなに急いで (いそいで)どうするのだろうかと思います (おもいます)。もっと健康的 (けんこうてき)な生活 (せいかつ)をするように対策 (たいさく)を考えない (かんがえない)といけません。

5 【服 (ふく)】
服 (ふく)は着物 (きもの)を着て (きて)いる人 (ひと)を見かけません (みかけません)。服 (ふく)の寸法 (すんぽう)は大きく (おおきく)、毎日 (まいにち)のように服装 (ふくそう)が変わる (かわる)のにもびっくりです。穴 (あな)があくまで着る (きる)ことはほとんどないようです。服 (ふく)や食べ物 (たべもの)だけではなく、高級 (こうきゅう)な機械 (きかい)でも故障 (こしょう)するとすぐに捨てて (すてて)しまうのは、現代 (げんだい)の人 (ひと)たちの悪い (わるい)ところだと思います (おもいます)。

6 【医者 (いしゃ)と薬 (やく)】
肺 (はい)や心臓 (しんぞう)の病気 (びょうき)でも治る (なおる)ことがあるそうです。たくさんのよい薬があるそうです。刃物 (はもの)で手 (て)を傷つけて (きずつけて)も、薬 (くすり)をぬってもらったら、すぐに治って (なおって)いました。もし病気 (びょうき)がひどくなったら、体 (からだ)に針 (はり)をさして液体 (えきたい)の薬 (くすり)を入れます (いれます)。それぞれの体 (からだ)の場所 (ばしょ)を専門 (せんもん)の医者 (いしゃ)が担当 (たんとう)してみてくれます。内科 (ないか)とか、外科 (げか)とかいう班 (はん)に分かれて (わかれて)仕事 (しごと)をしているそうです。看護師 (かんごし)さんという医者 (いしゃ)の補助 (ほじょ)をする役割 (やくわり)の人 (ひと)もいます。
暴飲 (ぼういん)暴食 (ぼうしょく)をして胃腸 (いちょう)が悪い人が多く、それを薬で治そうというのはぜいたくだと思います。


7 【電気 (でんき)】
外国 (がいこく)から資源 (しげん)を輸入 (ゆにゅう)して、それを燃やした (もやした)熱 (ねつ)で水 (みず)をわかして蒸気 (じょうき)にして、電気 (でんき)を作って (つくって)いるそうです。ひと晩中 (ひとばんじゅう)、灯り (あかり)がついています。電気 (でんき)を使った (つかった)機械 (きかい)で、ゆかに落ちて (おちて)いる小さな (ちいさな)ほこりまで吸収 (きゅうしゅう)してしまいます。

8 【貿易 (ぼうえき)】
沿岸 (えんがん)はうめ立てられ (たてられ)大きな (おおきな)船 (ふね)がとまっており、高潮 (たかしお)が来て (きて)もだいじょうぶです。外国 (がいこく)から来た (きた)船 (ふね)には小麦 (こむぎ)や豆 (まめ)などの穀物 (こくもつ)がどっさりのせられていることがあります。貿易 (ぼうえき)も政治 (せいじ)も、諸外国 (しょがいこく)との関わり (かかわり)は深く (ふかく)なっています。私 (わたし)は江戸 (えど)時代 (じだい)と同じ (おなじ)ように、港 (みなと)で貿易 (ぼうえき)をして働く (はたらく)仕事 (しごと)に就職 (しゅうしょく)したいと思って (おもって)います。

9 【子供 (こども)】
子供 (こども)は幼児 (ようじ)の時 (とき)から勉強 (べんきょう)をしています。鼻 (はな)を垂らして (たらして)いる子供 (こども)が少ない (すくない)です。親 (おや)は我が子 (わがこ)のためにとんでもない値段 (ねだん)の物を買い (かい)あたえます。誕生 (たんじょう)日 (び)にはとても高い (たかい)おもちゃが欲しい (ほしい)などと、子供 (こども)のくせにとんでもない事 (こと)を言います (いいます)。親 (おや)は優しすぎて (やさしすぎて)、これでは善悪 (ぜんあく)がわからない子供 (こども)が育って (そだって)しまいます。子供 (こども)は親孝行 (おやこうこう)をし、親 (おや)の言う (いう)事 (こと)に従う (したがう)べきです。

10 【新聞 (しんぶん)や本 (ほん)】
新聞 (しんぶん)というかわら版 (ばん)には遠く (とおく)で起こった (おこった)ことも、翌朝 (よくあさ)にはもうくわしく書いて (かいて)います。1 (１)冊 (さつ)で何百枚 (なにひゃくまい)ものページがある本 (ほん)が売られて (うられて)おり、私 (わたし)にとっては宝物 (たからもの)です。本屋 (ほんや)ではおおぜいの著者 (ちょしゃ)が自分 (じぶん)の考え (かんがえ)を自由 (じゆう)に発表 (はっぴょう)できます。外国 (がいこく)の本 (ほん)を訳した (やくした)ものも売って (うって)いました。聖書 (せいしょ)でも、外国 (がいこく)の本 (ほん)でも、自由 (じゆう)に読む (よむ)ことができます。週刊誌 (しゅうかんし)と言って (いって)毎週 (まいしゅう)、何冊 (なんさつ)もの本 (ほん)が売り出されます (うりだされます)。「ワンピース」という絵本 (えほん)が人気 (にんき)で、何十巻 (なにじゅっかん)と発売 (はつばい)されています。

11 【テレビ】
テレビという機械 (きかい)には窓 (まど)があり、その中 (なか)で人 (ひと)や物 (もの)が拡大 (かくだい)されたり縮小 (しゅくしょう)されたりして映り (うつり)ます。テレビの窓 (まど)の中 (なか)に人 (ひと)がいるのかと思って (おもって)いましたが、誤解 (ごかい)だったようです。ごうかな商品 (しょうひん)も宣伝 (せんでん)されていました。テレビでは男 (おとこ)が「臨時 (りんじ)ニュースをご覧 (ごらん)ください」というと、今 (いま)、外国 (がいこく)で起きて (おきて)いる地震 (じしん)の模様 (もよう)をすぐに伝えて (つたえて)いました。「ウイー」という機械 (きかい)を使って (つかって)テレビに向かって (むかって)棒 (ぼう)をふると、テレビの窓 (まど)の中 (なか)で絵 (え)が動いて (うごいて)、興奮 (こうふん)して胸 (むね)がドキドキしました。リモコンで操作 (そうさ)をするだけで、簡単 (かんたん)にたくさんの人 (ひと)が絵 (え)が出て (でて)きます。テレビの裏 (うら)を見て (みて)も、何 (なに)か線 (せん)がつながっているだけです。テレビは面白い (おもしろい)ですが、長い (ながい)時間 (じかん)見て (みて)いると頭 (あたま)が痛く (いたく)なってきます。年末 (ねんまつ)には紅白歌 (こうはくうた)合戦 (がっせん)という戦い (たたかい)があり、楽しそう (たのしそう)に歌ったり (うたったり)、楽器を演奏 (えんそう)したりしていました。歌詞 (かし)には英語 (えいご)が混ざった (まざった)ものが多く (おおく)、聞き取る (ききとる)ことが困難 (こんなん)です。テレビの中 (なか)で0時 (じ)0分 (ふん)0秒 (びょう)の時刻 (じこく)に合わせて (あわせて)指揮者 (しきしゃ)が音楽 (おんがく)を終わらせ (おわらせ)、新年 (しんねん)が始まりました (はじまりました)。

12 【郵便 (ゆうびん)】
遠い (とおい)街 (まち)から郵便 (ゆうびん)といって、荷物 (にもつ)が届けられます (とどけられます)。業者 (ぎょうしゃ)に荷物を預ける (あずける)と、国内なら数日で届けてくれるそうです。ネットを使って (つかって)自由 (じゆう)に物 (もの)を買う (かう)ことができます。
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13 【宇宙 (うちゅう)】
何 (なん)と言って (いって)も、理解 (りかい)ができないのは、宇宙 (うちゅう)に船 (ふね)を出して (だして)いるそうで、月 (つき)にまで行った (いった)そうです。ボイジャーという乗り物 (のりもの)が発射 (はっしゃ)されて太陽 (たいよう)系 (けい)の外 (そと)にまで飛んで (とんで)行って (いって)いるということらしいです。

14 【東京 (とうきょう)】
明治 (めいじ)維新 (いしん)という革命 (かくめい)が起きて (おきて)、江戸 (えど)城 (じょう)はあけわたされて皇居 (こうきょ)になったそうです。ここに天皇 (てんのう)陛下 (へいか)、皇后 (こうごう)陛下 (へいか)がおられます。江戸 (えど)の町 (まち)は東京 (とうきょう)という名前 (なまえ)に変わりました (かわりました)。皇居 (こうきょ)の周り (まわり)には、国会 (こっかい)議事堂 (ぎじどう)や最高 (さいこう)裁判所 (さいばんしょ)、自民党 (じみんとう)や民主党 (みんしゅとう)の本部 (ほんぶ)など、重要 (じゅうよう)なしせつが集まって (あつまって)います。東京 (とうきょう)は政治 (せいじ)の中心 (ちゅうしん)であり、国会 (こっかい)では法律 (ほうりつ)や予算 (よさん)などについて、討論 (とうろん)されています。みんなで作った (つくった)憲法 (けんぽう)が大元 (だいもと)の法律 (ほうりつ)だそうです。私 (わたし)は内閣 (ないかく)総理 (そうり)大臣 (だいじん)という現代 (げんだい)の将軍 (しょうぐん)が車 (くるま)に乗る (のる)姿 (すがた)を見た (みた)ことがありますが、たくさんの警察官 (けいさつかん)が警備 (けいび)をしていました。東京 (とうきょう)の警察 (けいさつ)の本部 (ほんぶ)を警視庁 (けいしちょう)と言います (いいます)。

15 【総理 (そうり)大臣 (だいじん)】
内閣 (ないかく)総理 (そうり)大臣 (だいじん)の悪口 (わるくち)を言って (いって)批判 (ひはん)しても、つかまって死刑になることはありません。との様に意見を述べる場合には、江戸時代は死刑になることを承知 (しょうち)した上で行動しなければなりませんでした。秘密 (ひみつ)にしておきたいことを無理やり (むりやり)言わされる (いわされる)こともありません。民衆 (みんしゅう)は自由 (じゆう)に色んな (いろんな)意見 (いけん)を言って (いって)論議 (ろんぎ)することが認められて (みとめられて)います。

16 【街 (まち)と映画館 (えいがかん)】
渋谷(しぶや)から新宿 (しんじゅく)にかけては映画館 (えいがかん)や有名 (ゆうめい)な劇場 (げきじょう)、飲食店 (いんしょくてん)など、様々 (さまざま)な商売 (しょうばい)が盛ん (さかん)で、若者 (わかもの)がたくさん集まる (あつまる)街 (まち)です。江戸 (えど)時代 (じだい)の人 (ひと)には、この街 (まち)に行く (いく)ことを推 (すい)せんします。物 (もの)を買う (かう)と消費税 (しょうひぜい)が上乗せ (うわのせ)され、税金 (ぜいきん)を納める (おさめる)しくみになっています。きちんと税金 (ぜいきん)を納めて (おさめて)いるかどうかは、税務 (ぜいむ)署 (しょ)という所 (ところ)が調べて (しらべて)いるそうです。
目的地 (もくてきち)の映画館 (えいがかん)を探す (さがす)のにもひと苦労 (ひとくろう)です。映画館 (えいがかん)では俳優 (はいゆう)の顔 (かお)が大きく (おおきく)映されて (うつされて)しばいをしています。観覧席 (かんらんせき)がななめになっていて、前 (まえ)の人 (ひと)の頭 (あたま)より後ろ (うしろ)の人 (ひと)の頭 (あたま)が高く (たかく)なるように席 (せき)が作られて (つくられて)います。テレビ (てれび)よりずっと大きくて (おおきくて)、縦 (たて)に5 (５)メートル、横 (よこ)に１０メートルほどもある画面 (がめん)には大はく力 (りょく)でした（長さ (ながさ)はメートルやセンチという単位 (たんい)を使い (つかい)、尺 (しゃく)や寸 (すん)は使いません (つかいません)）。現代 (げんだい)の人 (ひと)たちの頭脳 (ずのう)はすばらしく、創造力 (そうぞうりょく)が豊か (ゆたか)です。ところが私は、あまりに大きい画面と音にずっとおどろき続けて、途中で気分が悪くなって退場 (たいじょう)してしまいました。

17 【ビル】
現代 (げんだい)の東京 (とうきょう)には高層 (こうそう)ビル (びる)の中 (なか)に、大きな (おおきな)会社 (かいしゃ)が集まって (あつまって)います。ビルという建物 (たてもの)は夏 (なつ)はすずしいですし、雪 (ゆき)が降って (ふって)いても中 (なか)は暖かい (あたたかい)です。新宿 (しんじゅく)にある東京 (とうきょう)都庁 (とちょう)の周り (まわり)にも大きな (おおきな)ビルが立ち並んで (たちならんで)います。ビルのフロアを借りる (かりる)家賃 (やちん)だけでもたいへんな額 (がく)です。大きな (おおきな)会社 (かいしゃ)は株式 (かぶしき)会社 (がいしゃ)といって、みんなでお金 (おかね)を出し合って (だしあって)会社 (かいしゃ)を作って (つくって)いるそうです。

18 【戦争 (せんそう)】
こんなにすごい東京でも、昔はアメリカとの長い戦乱 (せんらん)が続いたそうです。その戦争をした時には、激しい (はげしい)空襲(くうしゅう)にあい、多くの街が灰になってしまったそうです。その時に敵 (てき)として戦っていたアメリカとは、今は同盟 (どうめい)国 (こく)だそうです。

19 【交通 (こうつう)と職場】
東京 (とうきょう)からは大きな (おおきな)道路 (どうろ)や電車 (でんしゃ)が日本中 (にほんじゅう)に向かって (むかって)延びて (のびて)います。東京 (とうきょう)には地域 (ちいき)からどんどん人 (ひと)が集まって (あつまって)きます。故郷 (ふるさと)をはなれて集まって (あつまって)きます。都会 (とかい)では自宅 (じたく)から職場 (しょくば)まで、通勤 (つうきん)時間 (じかん)が2時間 (じかん)かかるという会 (かい)社員 (しゃいん)も少なく (すくなく)ありません。きっぷやカードという券 (けん)を買って、乗り物に乗っています。職場 (しょくば)に着けば (つけば)、厳しい (きびしい)仕事 (しごと)をこなし、休む (やすむ)間 (ま)もなく、仕事 (しごと)に明け暮れます (あけくれます)。外国人 (がいこくじん)からは日本人 (にほんじん)は働き者 (はたらきもの)として尊敬 (そんけい)される一方 (いっぽう)で、働き過ぎ (はたらきすぎ)だと忠告 (ちゅうこく)されることもあります。

20 【自然 (しぜん)の中 (なか)で】
1週間 (しゅうかん)ほど都会 (とかい)をはなれて、山梨県 (やまなしけん)を訪れて (おとずれて)みました。豊か (ゆたか)な自然 (しぜん)の中 (なか)に、有名 (ゆうめい)な観光地 (かんこうち)や温泉 (おんせん)が多く (おおく)、身 (み)も心 (こころ)も洗われます (あらわれます)。神社 (じんじゃ)にお参り (おまいり)をして、そっと手 (て)を合わせて (あわせて)目 (め)を閉じて (とじて)拝んで (おがんで)みると、忘れて (わすれて)いた宗教 (しゅうきょう)心 (しん)を呼び (よび)さまされます。現代 (げんだい)の人 (じん)は宗派 (しゅうは)など気 (き)にせず、自分 (じぶん)の家 (いえ)が何宗 (なんしゅう)なのかもわかっていないようです。富士山 (ふじさん)は世界 (せかい)遺産 (いさん)に登録 (とうろく)されました。ふもとには樹海 (じゅかい)が広がり (ひろがり)、今 (いま)でも神秘的 (しんぴてき)です。いつか頂上 (ちょうじょう)まで登って (のぼって)みたいです。富士山 (ふじさん)にもけっこうごみがおちていると聞いて (きいて)、悲しい (かなしい)気持ち (きもち)になりました。文明 (ぶんめい)の発展 (はってん)を否定 (ひてい)するつもりはありませんが、今 (いま)の日本人 (にほんじん)は自己 (じこ)主張 (しゅちょう)が強く (つよく)欲張り (よくばり)で、昔 (むかし)の日本人 (にほんじん)が大切 (たいせつ)にしていた純粋さ (じゅんすいさ)や誠実さ (せいじつさ)や仁徳 (じんとく)を失いかけて (うしないかけて)いるのではないかと思いました (おもいました)。親や先祖に対する恩 (おん)もあまり感じていないようで、おどろきです。

秋 (あき)の富士山 (ふじさん)はずいぶん寒く (さむく)、きびしい自然 (しぜん)の姿 (すがた)を感じさせられます (かんじさせられます)。背筋 (せすじ)をぴんとのばして、富士山 (ふじさん)をながめると、身 (み)も心 (こころ)も美しく (うつくしく)ありたいと、改めて (あらためて)思いました (おもいました)。


第六学年で習う漢字

胃 異 遺 域 宇 映 延 沿 恩 我 灰 拡 革 閣 割 株 干 巻 看 簡 危 机 揮 貴 疑 吸 供 胸 郷 勤 筋 系 敬 警 劇 激 穴 券 絹 権 憲 源 厳 己 呼 誤 后 孝 皇 紅 降 鋼 刻 穀 骨 困 砂 座 済 裁 策 冊 蚕 至 私 姿 視 詞 誌 磁 射 捨 尺 若 樹 収 宗 就 衆 従 縦 縮 熟 純 処 署 諸 除 承 将 傷 障 蒸 針 仁 垂 推 寸 盛 聖 誠 舌 宣 専 泉 洗 染 銭 善 奏 窓 創 装 層 操 蔵 臓 存 尊 退 宅 担 探 誕 段 暖 値 宙 忠 著 庁 頂 腸 潮 賃 痛 敵 展 討 党 糖 届 難 乳 認 納 脳 派 拝 背 肺 俳 班 晩 否 批 秘 俵 腹 奮 並 陛 閉 片 補 暮 宝 訪 亡 忘 棒 枚 幕 密 盟 模 訳 郵 優 預 幼 欲 翌 乱 卵 覧 裏 律 臨 朗 論　（191字）

